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9. 研究実績の概要

以下2項目のゲノム遺伝子相関現象の解明を目的として研究を行った。
１．対立遺伝子間におけるエピジェネティックな優劣性発現制御機構の解明
　アブラナ科植物の花粉因子複対立遺伝子間の優劣性に低分子RNAを介した遺伝子発現制御が関わる例を発見した。しかし、発見した
低分子RNAでは複雑な優劣性関係の一部しか説明できない。本機構の優劣性制御への普遍的関与を検証するために、葯発現低分子RNAを
網羅的に解析し、新たな低分子RNA候補を複数見出した。さらに、これら低分子RNAの前駆体からのプロセッシング様式と標的プロモー
ターとの相同性により、優劣性関係が矛盾無く説明できることを見出した。現在、新たな低分子RNA候補の関与に関する検証実験を継
続している。また、低分子RNAを介した劣性側対立遺伝子の発現抑制機構を詳細に解析するため、シロイヌナズナを用いて本優劣性現
象が再現できるか確認した。その結果、導入した劣性側対立遺伝子のプロモーター領域のみでは低分子RNAによる強力な発現抑制は確
認されず、周辺のゲノム領域の構造が本発現制御に重要である可能性が示唆された。
２．遺伝子重複を介した非自己対立遺伝子認識機構の解明
　ナス科植物Petunia hybridaを対象に、超並列シーケンサーを用いて非自己S-RNaseの認識に関わる花粉因子SLFsを網羅的に探索した
。また、同定したSLFs候補が、すべてS-RNaseとS遺伝子座上で連鎖することを明らかにした。また、形質転換実験により、新たに複数
のSLFs候補が花粉因子として機能することを証明した。さらに、バラ科、オオバコ科、ナス科のSLFs配列を比較解析することにより、
これらがS-RNaseと共に単一の分子種から進化してきた可能性を明らかにした。また、SLFsが構成するSCF複合体を同定し、これが特定
の非自己S-RNaseをユビキチン化することを実証した。
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（2）おおむね順調に進展している。

１．対立遺伝子間におけるエピジェネティックな優劣性発現制御機構の解明
　新たに同定した低分子RNAにより解析対象としている複対立遺伝子間の優劣性が矛盾無く説明でき、申請時の第１目標である本機構
の普遍的関与が証明できる見通しとなった。形質転換体の作出も進んでおり、これら低分子RNAの関与が実証できるものと期待してい
る。
２．遺伝子重複を介した非自己対立遺伝子認識機構の解明
　非自己雌ずい因子の認識に関わる花粉因子を網羅的に同定することに成功し、それらの関与も形質転換法により証明されてきている
。複数のハプロタイプで網羅的に花粉因子の配列を解明できたために、これらの遺伝子配列の比較解析データから非自己認識システム
の進化の経緯についても新たな知見が得られてきている。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8) 優劣性自家不和合性エピジェネティクス進化

遺伝学 遺伝子 ゲノム 植物

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策

１．対立遺伝子間におけるエピジェネティックな優劣性発現制御機構の解明
　アブラナ科植物Brassica rapaの花粉因子複対立遺伝子間の優劣性については、低分子RNAを介したエピジェネティックな制御機構が
普遍的に関与していることが強く示唆されてきた。形質転換実験等による機能証明結果を待って報告する予定である。複対立遺伝子間
の優劣性は、花粉因子のみならず雌ずい因子側にも認められる。雌ずい因子発現への類似の機構の関与を解析する。また、Arabidopsi
s属の自家不和合性種など他の植物を対象に類似の解析を進め、本機構のさらなる普遍的関与を検証すると共に、こうした優劣性制御
系の進化の経緯を解明する。
２．遺伝子重複を介した非自己対立遺伝子認識機構の解明
　複数のハプロタイプ由来の花粉因子遺伝子の網羅的解析データをさらに精査し、それらを比較解析することにより本非自己認識シス
テムの進化モデルを提唱する。また、ナス科、バラ科植物の非自己認識システムを介した自家不和合性機構を分子レベルで解明する。

（今後の推進方策）

    （２／７）
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